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床 の 問 
李 説 


日 本 住宅 に お ける 床の間 は 鎌倉 時 代 の 武家 造 や 禅 家 の 書院 床 よ り 発 生 し 足 
利 時 代 に その 形式 が 芽生 え 後 一 般 美 術 や 工芸 の 発達 と 茶道 や 華道 , 香道 の 流 
行こ 共に 長い 年 月 の 間 に わ が 国土 や 民族 文化 に よっ て 洗練 され 完成 し た 日 本 
特有 の 架構 美 と 装飾 美 を も つ 室 内 構成 で ある 。 そ こ に は 統合 され だ た る 材料 の 
美 , 均 斉 きれ た な 形態 の 美 ,。 あるいは 色彩 の 美 , 感覚 の 美 , 工 苦 の 誇り と する 
技 価 の 良き 、 さら に 古今 の 絵画 や 彫刻 , 陶器 等 の 工芸 の 美術 が 展開 し 。 自然 
の 情 趣 に 輝く 挿 花 芸術 も 鑑賞 せら れ , ここ に 続 合 的 の 装飾 美術 が 床の間 を 通 
じ て 構 成 さ れる の で ある 。 そ し て これ ら の 床の間 は 千 変 万 化 の 形態 を 有 し な 
が ら 上 は 宮 有 殿 建 築 や 大 邸宅 より 下 は 九 尽 二 間 の 民家 に 至る まで お よる 日 本 住 
宅 と し て 床の間 を 有 し な い 家 は な い ほ ど に 普遍 的 に 発達 し , 日 本 の 国民 性 を 
村 和 まま oo まし だ も の と いえ よう 。 

床の間 は も と 壁 に 仏画 を 掛け 押 板 を 置い て 三 ッ 具足 を 飾り 香 を 彗 き 花 を 生 
け だ も の か ら 発 し た と も 称し て いる が 床の間 に 附属 する 附 書院 は 禅 家 の 書院 
床 か ら 変 化し , 床 脇 の 棚 は 平 客 朝 の 二階 厨子 棚 か ら 変 化し た も の と 伝え られ 
て いる 。 これら の 架構 的 技術 は あら ゆる 美術 の 発達 と 茶の湯 の 流行 が その 意 
区 の 完成 を 促進 せしめ た も の で , すなわち 日 本 美術 は 床の間 の 生み の 親 で あ 
り , 茶道 や 香道 に よっ て 育 く まれ だ た も の と も 言い 得る 。 今 や 床の間 の 形式 は 
日 本 の 住宅 建築 と は 全く 相 離 る べから ざる も の と な り 。 し か も その 和 架構 的 表 
現に 至っ て は 古 様 の 形式 は も と より 最近 は 近代 的 な 意匠 も 考 完 せ られ さら に 
造形 創造 の 世界 に も 生き ん と し つつ ある 。 

床の間 を 構成 する 要素 は 床 を 囲む 壁面 , 柱 , (床柱 ・ 相 手 柱 ・ 隅 柱 等 ) 落 掛 。 
床 椎 , 地板 , 床 天 井 , 諸 種 の 棚 板 , 袋 戸 棚 , 地 袋 , 附 書院 及 平 書院 の 障子 や 
欄間 , 下地 窓 , 複 , 畳 等 が 主体 と な り そ の 附属 物 と し て は 軸 掛 釘 。 花 掛 釘 。 
まり 花 時 銅 , 中 釘 , 換 鐘 釣 銅 等 を 適所 に 打ち これ ら が 一 つの 形式 に 基づい て 組 
立て られ ,。 その 構成 は 材料 の 許す 範囲 に お いて 自由 な 形式 と 風格 を も っ て 表 
現し , その 直線 や 曲線 , 面 等 が 形成 する 幾何 学 的 形態 と 使用 する 材料 の も つ 
色調 等 に よっ て さら に 統一 , 調和 , 対比 , 律動 , 均衡 。 均 等, 比例, 節 奏 等 
が 全体 的 に 現 出し て は じ め て 床の間 の 架構 美 が 表現 きれ , さら に 装飾 や 器物 


もり 


の 置 合せ 等 に よっ て いわ ゆる 趣味 的 立場 か ら 性 格 的 な 美 の 表現 が これ に 同調 
し , 豪壮 を 誇る 大 書院 の 床 の 問 も , 単なる 小間 の 床の間 に お いて も その 美的 
判断 の 価値 は いずれ と も 決定 し が た く 。 ここ に 床の間 の 美 は 全く 大 衆 的 を 美 
の 要素 を 多分 に も っ て いる も の と いそ る の で ある 。 

床の間 の 形式 は その 最も 適切 を 表現 の 字句 と し て 古来 より 真 ・ 行 ・ 草 の 三 
体 に 分 けら れ , 大 書院 等 の 大 広間 に お ける 上 段 書院 や 違 棚 を も つ 華 記 な 床 の 
間 は 真 と 称し 小 書院 や 小 座敷 等 の や や 清 記 を 雅 致 に 富む も の は 行 と 称し , 単 
純化 きれ 最も 簡素 を 形式 を 表す 茶席 の 床の間 等 を 草 と 称 き され て いる 。 ま だ た そ 
の 真 に も 衣 行 草 の 三 体 が あり し た が っ て 行 の 真行 草 , 草 の 真 行革 と いわ れる 
も の が 存 し て いる が 要 は その 形式 の 複雑 , 重厚 , 華 記 , 豪華 な も の 。 温 雅 , 
高尚 。 端麗 等 。 ま た 単調 清 持 , 清 酒 。 軽快 な 感覚 に よっ て 感受 せら る る 感 
覚 美 を 称 き れる の で ある 。 

床の間 の 名 称 と し て は 普通 本 床 , 上 座 床 。 中 座 床 , 下 座 床 , 台 目 床 , 板 床 , 
畳 床 , 蹴 込 床 , 踏込 床 。 室 床 , 洞 床 , 塗 麺 床 , 袋 床 , 壁 床 , 織部 床 , 附 床 . 
置 床 , 釣 床 , 論破 床 , 霞 床 , 概 床 , 円 相 床 等 が ある 。 ま た 附 書院 に は 平 書 院 、 
床 脇 書院 。 出 書院 等 が あっ て その 書院 の 窓 の 形 に も 華 頭 窓 , 水 月 窓 , 半月 窓 , 
富士 炎 頭 。 山道 火 燈 等 が あり , 棚 に は 違 棚 や 袋 戸棚 ま た は 地 袋 戸 と 組合 せ て 
相対 的 意 攻 に より 千 変 万 化 の 体 を 表し , すなわち 日 の 出 棚 , 一 葉 棚 。 千鳥 棚 , 
應 行 棚 。 坊 葉 棚 。 山里 棚 。 霞 棚 等 いわ ゆる 天地 の 自然 現象 を 表象 し た る 様々 
を な 棚 の 形式 が あり , まだ た その 用 途 の 面 か ら 料 紙 棚 , 琶 琶 棚 , 香炉 棚 と 称せ 
られ : 単に その 形態 を 率直 に 請 表 し て 一 文字 棚 , 通し 棚 , 釣 棚 。 二 重 棚 等 が 
ある 。 

こう し た 床の間 の 様々 な 形式 が 今日 まで 幾 百 種 に も あま る 種類 を 挙げ られ 
て いる が 最近 は 古 様 模 写 で な < く 近代 感覚 に よっ て 新しい 形式 の 床の間 も 手 次 
進出 し つつ あっ て いわ め ゅ る 近代 数 寄 屋 風 の 床 の 間 , 新 構想 の 床の間 等 と 言わ 
れる も の も ある が 。 要 は いた ずら に 新 趣 奇想 天外 な 着想 を 追う の で な くそ の 
宣 に 相応 する 落 付 いた 床の間 , 棚 の 形 に も その 実用 的 を 用 和 途 か ら 立 脚 し た も 
の 。 そし て 気品 と 風格 に 宿 む 床の間 が 創作 せら れ て 真 の 日 本 的 を 特有 の 架構 
美 が 表現 きれ る の で ある 。 本 巻 は 以上 記し た 様々 な 床の間 の 例 を 掲載 し て そ 
の 1 と な し , 続い て 歴史 的 を な 床の間, 近代 趣味 の 床の間 , 新しい 構想 の 創作 

を 床の間 等 も 追 面 出 刊 の 子 定 で ある 。 


図版 解説 


11 真 一 33 真 真 の 床の間 


床の間 の 形式 と し て 最も 上 厳正 な 格式 を あら わす も の を 真 の 真 と 称し , この 
形式 は 主 に 大 書院 や 客 殿 の 床 に 用 いら れ , それ は 主 に 上 段 の 間 を 構え , 正面 
に 床 お よび 違 棚 その 脇 に 附 書院 お よび 帳 台 構 を 備 そ た る も の で 豆 は すべ て 張 
避 と し 柱 は 大 面取り の 角柱 を 用 い 床 は 畳 敷 ま た は 板 床 で その 最も 代表 的 な も 
の と し て は 京都 西本 願 寺 内 白書 院 の 上 段 の 問 (伏見 城 遺 構 ) を 挙げ られ , そ 
の 他 殿 館 や 寺家 の 書院 に も 数 例 を 見 られ る 。 こ の 上 茂 格 な 上 段 の 形式 を や や 省 
斬 せ る も の を 真 の 行 と 称し , 会 館 の 日 本 間 や 料亭 の 大 広間 に は よく この 形式 
を 用 いら れる 。 さら に 帳 台 構 を 除き 床 ・ 違 棚 ・ 附 書院 を 構え を た る も の を 真 の 
草 と 称せ られ 。 普通 住宅 に お ける 広間 等 に は 多く この 形式 が 用 いら れ て いる 。 
こう し た 真 の 床の間 の 架構 材料 と し て は 床柱 は 檜 , 樽 , 赤松 , 杉 , 桐 等 の 心 
去り 材 の 角柱 を 用 い , 落 掛 は 檜 , 杉 等 の 本, 床 槍 は 時 の 真 塗 , 床 畳 は 絞 縁 を 
使用 し , 附 書院 に は 欄間 や 黒 塗 筐 の 書院 障子 ( 柳 隊 子 ) を 入れ , 袋 戸棚 , 違 
棚 は 栖 , 花 林 , 楠 , 赤松 , 又 等 の 棚 板 を 用 い , 地板 は 棲 , 赤松 等 を 使用 し , 
豆 は 張 壁 また は 京 避 と する 。 

〔 真 の 真 ] の 例 と し て は 人 金地 院 書院 の 上 段 の 問 ( 国 室 ) を 挙げ 【 真 の 行 〕 と 
し て 光 浄 院 書院 の 床の間 ( 国 室 ), 【 長 の 行 〕) と し て は 西本 願 寺 黒 書院 の 床 の 
問 (国宝 ) を 掲載 し た 。 い ずれ も その 3 種 の 格式 を 明確 に 表現 せる も の で , 
その 他 の 床の間 は いわ ゆる 真 の 行 以下 様々 の 変化 に 富 せ も の と し て 宇治 , 松 
殿山 荘 。 京都 西本 願 寺 錦 華 寮 , 料亭 稲垣 。 八 吾 警 , 柳 光 亭 , 初 波 奈 , 福田 家 
等 の 床の間 を 掲載 せる も の で ある 。 








34 真 一 55 真 行 の 床 の 問 


住宅 に お ける 居室 や 客室 , 料亭 や 旅館 の 小 座 敷 , 茶席 の 広 問 等 に 構え られ 
る 床の間 は 多く 行 の 形式 に よる も の が 多い 。 この 形式 は , 主 に 床 と 附 書院 を 
組合 せ ,。 ある い は 床 と 棚 を 組合 せ た る 場合 , また 床 の み の 場合 も ある 。 床 の 
間 の 構造 は 畳 床 , 蹴 込 床 , 踏込 床 , 袋 床 等 と な し 最も 自由 な 架構 形式 に よる 
も の で 。 それは 高雅 , 端 記 な 感じ を 与え を る 。 す な わ ち 塗 槍 を 入れ 附 書院 を 附 


/ 


し , 絞 丸太 の 床柱 , 杉 ま た は 桐 の 落 掛 を 用 いた 場合 は 行 の 真 と 見 る べく , 蹴 
込 床や 踏込 床 に 棚 を 附 せ る 場合 ある い は 平 書院 を 取扱 っ た 場合 は 行 の 行 と 称 
し , 袖 壁 や 袖 柱 を あし ら っ て 和 袋 床 と を せる 場合 は 行 の 草 と も 称せ られ る 。 

〔 行 の 真 〕) と し て は 京都 曖 殊 院 書院 の 韻 士 の 間 (国宝 ) を 掲げ , 【 行 の 行 ]〕 に 
は 横浜 三渓 園 了 臨 春 開 の 天 楽 の 問 (国宝) を ,【〔 行 の 草 〕] と し て は 近江 長江 の 飼 
山 軒 蘭 亭 の 間 (国宝 ) お よび 月 華 殿 檜 扇 の 間 ( 国 室 ) を 掲載 し た 。 い ずれ も 
この 形式 と し て は 代表 的 の も の で ある 。 その他 の 床の間 は 料亭 生島 , 稲垣 
科 D 光 亭 , 初 波 奈 , 福田 家 , 八 百 交 そ の 他 茶 屋 の 床の間 を 掲げ だ た も の で ある 。 


56 真 一 65 頁 草 の 床 の 問 


普通 4 帖 半 以 下 の 茶 席 小間 に 構え られ る 床の間 を 草 の 形 式 と 称 き れる が そ 
れ は 主 に 床 だ け の 場合 が 多い 。 こ れ ら の 形式 に は 床 槍 を 入れ だ な た 畳 床 , ある い 
は 蹴 込 床 等 が あり , 種類 と し て は 杏 目 床 , 洞 床 , 室 床 , 秦 破 床 , 枝 床 等 が あ 
る .。 含 目 床 は その 標準 寸法 と し て は 間口 4 尽 ,。 穫 行 2 尽 4 寸 と し 。 樹 床 は 敬 
通 3 尽 1 寸 5 分 角 の 方 形 の 床 で ある 。 床 権 は 自然 木 を 用 いま た は 黒 漆 塗 と す 
る が 絞 縁 の 明 床 と せる 場合 は 草 の 真 , 板 床 や 洞 床 , 概 床 と せる 場合 は 草 の 行 . 
壁 床 の ご と き 最 も 単純 な も の は 革 の 革 と 称す べき で ある 。 

〔 草 の 真 〕 と し て 引 例 せる も の は 1 間 床 の 畳 敷 と せる も の ,【〔 草 の 行 ]〕 は 1 問 
床 を 踏込 と せる も の で 〔 草 の 草 ) と し て は 壁 床 の 形式 を 示す 。 

その 他 は 茶席 の 床 , 閑 室 の 床 , 小 席 の 床 等 を 示す も の で ある 。 


66 頁 一 77 頁 料亭 の 床 の 問 


料亭 の 床の間 と し て は 和 会 場 や 集会 場 に 利用 せら れる 大 広間 の 場合 、 閑 談 
や 座談 等 に 使用 する 座敷 の 床 , 小 座敷 と し て 用 うる 小 席 の 床 な を な ど が ある 。 大 
広間 の 場合 は 前 に も 記し た よう に 真 の 形式 を 採用 し , 主 に 本 床 を 中 心 に 附 書 
院 や 脇 書 院 お よび 各種 の 棚 を 構え 。 こ の 場合 厳正 な 格式 より も 比較 的 褒 壮 華 
記 を 意匠 と 配置 が 好ま れる 。 最近 は 照明 の 装置 が 発達 し て こう し た 床 書 院 の 
各部 も 建築 化 き れつ つ あ る 。 ま だ た この よう な 大 広間 に は 必ず 舞台 が 只 属 する 
か ある い は 央 の 間 を 利用 し て 舞踊 を 演ずる よう に 計画 する ため 床 の 間 の 配置 
と 結構 が こう し た 場合 を 考 應 ミ れ て いる 。 

小 座 敷 の 床の間 は あく まで も 優美 , 端 太 に 雅 致 と 漬 酒 に 構え を られ る 。 し た 


が っ て 袋 床 や 小脇 棚 を 意 攻 的 に 工夫 し , また 踏込 の 板 床 と し て 自由 な 構想 の 
も と に 高 商 優雅 に 造ら れる 。 掲載 の 図 は 料亭 稲垣 の 大 広間 , 荻 乃 の 宴会 場 
柳 光 享 の 客間, 初 波 奈 の 客間 , 福田 家 の 小 座敷 を 示す 。 


78 真 一 85 真 族 館 客間 の 床の間 


旅館 の 日 本 座敷 と し て の 客 問 に お ける 床の間 は 旅客 に な ん と な く 親 し み を 
与え る 結構 を 要 と し , し た が っ て 自ら あま り 複 雑 奇 想 な 意 史 よ り も 簡 雅 , 清 
打 な 意 史 と し て 色調 も 和 柔らか に 表現 する 。 ま た 客 問 に は 必ず 電 鈴 や 電話 の 設 
備 も 必要 と な っ て これ ら の 置場 所 を 適当 に 便利 よく か つ 体 裁 よ く 装 置 す る 関 
床上 床 脇 の 結構 も これ に 詳し < く 考 完 き れ て いる 。 す な わ ち 袋 床 と し て その 袖 
壁 の 陰 に 電話 を 置く 場合 , 書院 の 文 促 を 利用 する こと , 洞 床 と し で その 打 内 
に 設置 する 場合 様々 に 研究 きれ て , また 別 趣 を 床 棚 の 意 呼 も 考え られ る で あ 

ろう が 要する に 旅館 の 客 問 に お ける 床の間 は 従来 一 律 的 に 取扱 れ て いた が そ 
の 室 名 や 位置 , 庭 の 眺め , 遠望 等 に より 個性 の ある 親しみ 深い 構想 で 旅 甘 を 
慰 め 旅館 に 深い 美しい 印象 を 与 を る こと が 望ま れる 。 


86 頁 一 94 頁 新 構想 の 床 の 問 


最近 は 古 様 の 床の間 の 形式 か ら 脱し て 近代 的 を 覚 と 着想 に よっ て 各種 各 
様 の 新しい 構想 の 床の間 が 出現 し つつ ある 。 す な ちち 近代 数 寄 屋 と 称す る 新 
傾向 に 伴う 床の間 , 近代 材料 の 結構 に よっ て 創作 的 を 床の間 を 造る 場合 , 腰 
朱 の 生活 形式 に 順応 する た め の 床 の 間 , 洋画 や 新華 道 の 挿 花 を 観 人 鉛 せ ん た め 
の 床の間 , 絢 底 た る キャ バレー の ステ ー ジ に も その 壁面 装飾 と し て の 背景 の 
床の間 等 々 すべ て 近代 様式 の 感覚 を も つ 床 の 問 と し て あら ゆる 方 面 に すでに 
現れ て いる が これ らら の 新 傾向 の 床の間 が や は り 日 本 の 国民 性 より 自然 に 醸し 
出 き され て いる も の と し て それ ら が 現代 の 生活 の 上 に 立脚 し て で きた も の で あれ 
ば 今後 さら に 進歩 的 を 発展 性 を も っ RG れる こと を 期待 
され る で あろ う 。 ここ に 引 例 せる も の は 古 様 の 形式 に より な が ら も 多少 近代 
的 を 材料 (ベニ ヤ 板 の 練 付 天井 ・ 本 チ ラウ シン に 
覚 を あら わし て いる も の (東京 ・ 料 亭 な ら 木 , 戸田 組 設計 施工 ), その 他 立 札 
席 の 床 、 煎茶 座敷 の 床の間 等 従来 の 型 か ら 多 少 脱し た も の を 掲載 せる も の で - 
ある 。 








真 示 の 問 


SINI TYPE、 AA じ COVES 


し 真 の 走 〕 金地 院 書 院 ・ 上 段 の 床の間 (京都 ・ 南 禅 寺 ) 
“Shoin~ of “Konjiin" Temple-Alcove in Place of 


Honor (Nanzanji Temple-Kyoto) 





四 





〔 真 の 行 ] 光 淳 院 書 院 の 床の間 (滋賀 県 ・ 三 井 寺 ) 
Alcove jn “Shoin" of “Kojoin" Tempie 


(Miidera Temple-Shiga Pref.) 


12 





〔 真 の 行 ] 光 淳 院 書院 の 床 脇 上 邊 の 間 (滋賀 県 ・ 三 井 寺 ) 
Place of Honor by Alcove-side jn “Shoin" of 


“Kojojn” Temple (Miidera Temple-Shiga Pref.) 


( 真 の 草 〕 黒 書院 の 床の間 Alcove in “Black Shoin" 








黒 書院 床 脇 の 棚 (京都 ・ 西 本 願 寺 ) 
Alcove-side Shelf in “Black Shoin" 


CNishi-Honganji Temple-Kyoto) 
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華 燈 窓 と 出 書院 の ある 床の間 (東京 ・ 福 田家 ) 


Alcove with “Dejoin” & “Kato" Window 





(Fukuda's- Tokyo ) 


床 9 尺 畳 2 枚 敷 
康 建 檜 四方 定 
床 権 黒 螺 色 
地 袋 棚 板 杉 李 板 
書院 棚 板 時 真 浴 


16 


full view 


111 


細 Alcove i 


上 





16 





同右 床 脇 書院 と 琵琶 床 の あ る 床の間 (東京 


Ditto: Alcove with Alcove-side “Shoin" 
Floor (Ryuko-tei-Tokyo) 





4 帖 敷 
絞り 丸太 
黒 真 塗 
ンジ 丁 
石山 切 模様 仕立 





・ 柳 光 亭 ) 


SS “Biwa" 


Beill Ditto: Alcove-side in 


Ditto: Alcove-side in the right 





霞 棚 の ある 床の間 (宇治 ・ 松 殿山 荘 ) 


Shelf (Shodensan Villa-U り 


YY 


Alcove with “Kasumi 





青 
修学 院 離 宮 の 霞 棚 写 し 


吾 目 喧 3 帖 


同 4 寸 角 


柱 
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同右 霞 棚 の 詳細 


Ditto: Kasumi" Shelf jn full view 


2f 











三方 に 欄間 を 続 ら せる 床 脇 書院 の ある 床の間 ( 錦 華 寮 ) 


Alcove with Alcove-side “Shojin” : Transoms on three 
sides (Kinka-Ryo) 

床 欄 檜 四 方 配 

相 手 桂 白 椅 の 心材 

書院 の 欄間 桐 花 狭 問 透 

同 棚 板 径 

小 裾 竹屋 町 唐草 模様 
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jin the right 


Ye 


side “Shoin 


Alcove 
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支 机 と 一 文字 棚 の ある 床の間 
Alcove with Desk & “Ichimonji" Shelf 
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の" 机 時 真 塗 
一 文字 棚 秒 

> 二 際 絞 丸 太 

床 脇 地板 栖 





文 机 と 一 文字 棚 の ある 床の間 
Alcove with Desk & “Ichimonji" Shelf 


2 
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平 書院 と 香炉 棚 の ある 床の間 (東京 ・ 栗 山 邸 ) 


Alcove with "Hirajoin" Incense Burner Shelf 


(Kuriyama's- Tokyo ) 


当て 國 沖 沖 


柱 


柱 
権 
拘 


隠 


可 心 去 材 
赤 松 

面 友 木 地 漆 塗 
遠州 七宝 透 し 
石山 切 紋様 仕立 
仁 清 写 六 葉 陶 製 


右 平 書院 お よび 床 脇 詳細 


Ditto: “Hirajoin " jn the right 


CC Alcove-side ip 『ull view 





床 ・ 棚 ・ 附 書院 を 一 列 に 構え た る 床の間 


Alcove, Shelf “Tsukejoin" in a row 








本 窓 の 平 書院 を も つ 床 の 間 


Alcove with “Hirajoin" of Round Window 


策 
床 権 標 


汗 
さ 


29 





面 友 村 と 香 節 柱 の ある 床の間 


Alcove with “Menkawa" く Kobushi " Posts 


30 





床 脇 に 花 掛 中 釘 の ある 床の間 (東京 ・ 初 波 奈 ) 
Alcove with Flower-vase Hanger in Alcove-side Wall 


(Hatsuhana-Tokyo) 





床 柱 
\ 朱 
席 : . 析 


| 





山道 火 頭 の 平 書院 の ある 床 の 問 


人 Alcove with “Hirajoin“ 


床 柱 赤 松 
柏 黒 真 塗 
火 燈 緑 黒 真 塗 


9 





示 脇 に 富士 火 頭 窓 の ある 床 の 向 
Alcove with Window symbolizing Mt. Fuji jn Alcove-side 


長 の 床 の 問 33 


行 の 床の間 


*GYO" TYPE ALCOVES 





〔 行 の 真 〕 明 珠 院 棚 の ある 床の間 (京都 ・ 曇 珠 院 ) 
Aleove with “Manjuin" Shelf 


34 








〔 行 の 行 ] 臨 春 開 天 楽 の 間 (横浜 ・ 三 渓 園 ゝ 
*RRinshunkaku-Tenraku" Room(Sankei -En-Yokohama ) 


35 


[ 行 の 草 〕 含 山 軒 部 の 問 (滋賀 県 ・ 長 浜 ) 


* 


“Ganzankenran-tei“ 


Room (Nagahama-Shiga Pref.) 





326 





〔 行 の 草 〕 月 華 殿 檜 扇 の 問 (横浜 ・ 三 肖 園 ) 
^Gekkaden-Hiogi " Room (Sankei-En-Yokohama ) 


37 


36 


香炉 棚 と 琵琶 棚 の ある 床の間 
Alcove with incense burner shelf & “Biwa shelf 





床 脇 に 隅 切 窓 
Alcove with 


と 出 書院 の ある 床の間 


^Sumikiri window 


1 由 * // e ロ 
& Dejoin in alcove-side 


赤 松 
杉村 





29 


床 9 尺 畳 2 帖 敷 


床 柱 絞 丸 太 
華 穫 窓 すだれ 障子 


床 脇 難 に 華 灯 窟 の ある 床の間 


Alcove with“Kato`~ Window in Alcove-side 





40 





*Kato" Windovw in full vijew 





4 





_ 末 脇 に 天 袋 を も つつ 床の間 (東京 ・ 栗 山 氏 


Alcove with Upper Cupboard in Alcove-side 


小 、 換 石山 切 地 絞 写し の 小 色 紙 散 らし 
欄 間 鳥羽 僧正 絵巻 線 彩 


42 
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Wi や 


fu]] 


1 Tn 


Cupboard 
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Alcove without Post 





44 





同右 床 の 問 お よび 有 脇 床 Ditto:Alcove Alcove-side 


植 面 友 塗 縁 
沙 掛 キク 本 


45 


文 机 を 床 脇 に 配 せ る 床の間 Alcove with Desk in Alcove-side 





右 文 台地 袋 の 詳細 Desk in full vijievw 





46 





釣 棚 の ぁ ある 床の間 (東京 ・ 柳 光 亭 ) 


Alcove-with Suspension Shelf (Ryuko-tei- Tokyo ) 


床 柱 赤 杉 削り 丸太 
本 面 度 

釣 机 又 和仁 板 

釣 紐 紫 絹 組紐 房 付 











附 書院 と 地 袋 の ある 床 の 問 ( 北 鎌 倉 ・ 両 半 亭 ) 
Alcove with “Tsukejoin ~ C Bottom Cupboard 


(Shohan-tei-Kita-Kamakura ) 


49 





2』 違 敷 の 床 と 出 文 机 を も つ 床 の 間 


Des ト 


で 


loor 


の 


with 2-mat は 


Alcove 


う 0 





向 切 炉 の ある 踏込 床 ( 北 鎌倉 ・ 最 明 庵 広間 ) 


Mat-leveled Alcove with Fire Place 


(Parlour of Saimeian-Kita-Kamakura ) 


21 





床 脇 に 乱 格子 の ある 袋 床 (京都 ・ 平 井 邸 ) 


Alcove with Random ILattice in Aicove-side (Hirai-tei-Kyoto ) 


2 





う 2 





loor Alcove 


F 


板 の あ る 板 床 


寄 


う 3 





花 明 り 窓 (下地 窓 ) の ある 床の間 、Alcove with Lover Loop-light Window 





54 
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附 書院 の あぁ る 茶席 広間 の 床 


Aljcove with “Tsukejojin 


jn Tea Ceremony 日 all 


行 の 床の間 





う 5 


の 床 の 問 


SS の PPE 色 220ECOV 選 る 


【 草 の 真 〕 床 脇 を 吹 抜 と せる 崩 Mat-leveled Alcove with Higner Ceiling 











〔 草 の 行 〕 床 脇 を 吹 抜 と せる 踏込 床 
Mat-floor Alcove-side with Higher Ceiling 


う 7 





〔 草 の 草 ) 茶 席 の 壁 床 


wiiniature Alcove in Tea Ceremony. Room 








黒 頭 窓 の 


一 > っ 


Alcove with 


床 柱 
権 


落 掛 


あぁ あ る 床 の 間 
W indow 


“Bokuseki“ 





29 





閑 室 の 床 の 間 (児玉 希望 邸 ) 


人 Alcove in Retreat ( Kodama-t ei ) 


60 


Deadend alcove in tea cerermnony roomn 








踏込 地板 と せる 概 床 Mat-leveled Floor Alcove 


62 





月 を 表象 せ る 床 の 間 (京都 ・ 洗 月 亭 ) 


Mioon symboiized Alcove (Sengetsu-tei-KKyoto ) 





踏込 の 地板 と せる 壁 床 (織部 床 ) 
Mat-leveled Floor Alcove (“Oribe "Alcove) 





8 ヶ さ ーー 関 床 問 

料亭 の の 随 
HE で OOW PS LOE JAPANES 
STYLE RESTAURANTS 





[宴会 場 〕 の 床の間 (東京 ・ 稲 垣 ) 


in Grand 日 all (Banquet Hall ) (Inagaki- Tokyo ) 


4 4 中 敷 の 床 と 両 脇 に 書院 窓 の ある 床の間 (東京 ・ 攻 乃 ) 
4-mat Alcove く “Shoin" Windows in both-sides 
(Ogino-Tokyo ) 





の 2 


床 脇 に 書院 窓 を 邊 曲 に 配 し た る 床の間 (東京 ・ 柳 光 亭 ) 


人 Ajcove with Angular “Shoin " Windows in Alcove- 





side (Ryuko-tei-Tokyo ) 


66 








同右 書院 窓 詳 細 “Shoin" Windows in full view 


69 





床 前 に 寄 板 を 置き 小脇 ' 棚 の ある 床の間 


Alcove with Flower Stand、floored in front of 


ま 
-+ 





同 小脇 裕 の 誠 細 Ditto:Flower Stand in full view 


| 


床 脇 壁 を 平 書院 風 に 脇 床 に 中 釘 を も つつ 床の間 


Alcove with Flower-vase Hanger in “Hirajoin ” like Alcove-side 





72 





平 書院 と 脇 床 の ある 床の間 Alcove with “Hirajoin" く : Alcove-side 


73 





袖 壁 の 内 部 に 地 袋 棚 の ある 踏込 床 (東京 ・ 柳 光 享 ) 
Afat-leveled Floor with Cupboard in Alcove-end 
(Ryuko-tei-Tokyo ) 


74 


床柱 と 落 掛 に 竹 を 用 いた 踏込 床 (東京 ・ む らき ) 
Mfat-leveled Alcove with Bamboo Post ぐ : Lint el 
Afuraki-Tokyo ) 


Joist 


机 
\ 





/5 





落 掛 を 二 重 と せる 踏込 床 (東京 ・ 稲 垣 ) 


Afat-leveled Alcove with Double-1lined ILintel Joists 


76 


入 陽 を 塗 し と せる 床の間 (東京 ・ 柳 光 享 ) 


Aicove with lacquered corner posts 





料亭 の 床の間 77 


客間 の 床 の 問 


ALCOVES IN GUESTCHAMBERS OF 
EAN 記事 GTY し LE HOT 万 ES 





平 書院 と 脇 床 の ある 床の間 (京都 ・ 都 ホテ ル ) 
Alcove with “Hirajoin” で Alcove-side (Miyako Hotel-Kyoto) 


76 
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床 桂 香 節 丸太 
袖 本 5 。 1 2 
落 掛 北山 小丸 太 
文 机 覆 に コ 





蹴 込 地板 に 文 机 を 付 せ る 袋 床 (東京 ・ 福 田家 } 
Deadend Alcove with Desk (Fukuda's-Tokyo ) 


60 





桐 社 の 補 壁 を も つ 踏 込 床 (東京 ・ 初 波 奈 ) 


Paulownia Side-walls (Hatsuhana-Tokyo ) 


6! 


地 袋 を 床 と せる 袋 床 (東京 ・ 初 波 奈 ) 


Alcove on Bottom Cupboard (Hatsuhana- Tokyo ) 





62 





備 床 


7 ミ 
with Frame-work of 


必 ゃ 


面 度 の 栓 を 用 
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中 釘 の ある 洞 床 (東京 ・ 福 田家 ) 


iche with Flower-vase Hanger jn Wall (Fukuda's- 





床 柱 錆 丸 太 
地 板 赤 松 


84 


距 込 地板 の 袋 . 床 (東京 ・ 稲 垣 ) Floored Deadend Alcove (Inagaki's-Tokyo ) 





旅館 客間 の 床の間 65 


新 構 相 の 床 の 問 


ATLCOVIES BY NEW AD る き 








地板 を 黒 塗り と し 入 陽 を 塗 如 と せる 床の間 
Black ILacquered Alcove 


966 





踏込 床 に ナグ リ の 棚 を つけ た る 床の間 
Mat-leveled Alcove with Notched Shelf 


67 


床 前 の 小 避 を 釣 避 と せる 床の間 Alcove with Suspen sion 








同右 床の間 全 影 Alcove in full view 


69 


席 の 床の間 Alcove in Small Room 











3 、 和 ネ し 
席 の 床 の 間 Alcove on Dirt Floor 


91 





一 重 の 地板 を 用 い 釣 棚 を 配 せ る 床の間 
Double Floored Alcove with Suspension Shelf 





司 右 釣 棚 と 取 明 装置 


Ditto:Suspension Shelf ぐ : Illumination 
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Sencha 
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新 構想 の 床 の 間 
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*76 家 レー 
※77 潤 研 : の 門人 る を 
8 コジ 所 ウー イル ジョ に 
*79 専門 店 舗 る 
80 映 画 館 
81 事 | 務 所 
ネ *82 各 種 ! 学 校 
*83 台 (所 る 
*84 新 し 払い 建 具 
85 出 入 ロ 
86 体 育 錠 
87 居 問 と 書斎 る 
88 生 活 用 具 


89 保育 所 ・ 細 稚 園 
907 グ ガ ウツ ウ リ ジャ スタ ンド 
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